
趣
意

土
地
固
有
に
閲
す
る
諸
説
概
評
・
-
法
事
博
士

ブ
ッ
サ

l
ル
の
現
象
事

日
銀
物
債
指
数
の
研
究

御
家
人
の
特
質
，.• 

論

崎
市
ム
口

♂

正

号
d

・

米

田

庄

太

郎

三

郎

周

行

田

島

文
事
博
士

奉+ニ芸事

行哩聖日一月四年四→-ll三大

汐

見
三

浦

法
問
中
士

-
・
・
丈
島
千
博
士

時

附

品

調

物
債
ミ
租
税
の
不
公
平

正

雄

神

戸

-
・
法
皐
博
士

動貨朝
ご幣鮮
貿 の の
易封雑咽
並内稽砿
び 及 良
に び 業

13封
替外
こ慣
の 11~(
闘の
係重量

終
済
J事

苑

聾

嗣

郎

河

田

-
法
由
宇
陣
士

回

谷

口

吉

彦

重電

雄

幅

錦

疎

統
計
的
研
究
に
於
け
る
選
時
怠
忠

海
運
同
盟
の
明
日
参
考
資
料
議
・
・

岡

崎

文

規

小

島

昌

太

郎

経
済
町
内
上
士

法
問
宇
士



一一一一一一一一一

同
国
内
田

H

O四
日
》
回
目
明

H
由
同
串
)

で
あ
る
。
こ
の
書
物
は
、
印
H
E
t
-
c
E
E
N
E
吉
田
E
1

2
-
E
E円
『
め
司
。
E
n『
E
M
m
S
F
O
H
U
=
ω
m伶
mmFEM4。ロ
(
U
E
E〈

山
岳
E

。=25ι
冨
出
町
内
江
口
開
祖
国
内
沖
阿
古
ご

L
て
袋

行
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
冗
家
間
E

E一
に
関
す
る
曲
学
術
的
研
究
は
、
濁
逸
じ

於

τ最
も
盛
に
行
は
れ
て
居
る
も
の
で
ゐ
る
が
、
併
し

そ
れ
は
主
正
し
て
工
業
や
融
刷
業
に
開
す
る
も
の
で
あ
っ

て
、
従
来
の
文
献
は
海
運
業
に
於
げ
る
関
山
号
E

で
あ

る
所
の
こ
の
コ
Y

フ
ア
V

ン
旦
に
は
殆
ど
多
〈
倒
れ
て

居
な
い
O

ヲ
ぞ
れ
は
前
に
も
述
ぺ
た
る
逝
b
、
コ
V

アア

V

ン
ス
の
内
部
関
係
は
会
〈
秘
密

ω裡
に
保
た
れ
て
居

っ
て
、
外
部
に
於
て
之
を
知
る
こ
ご
が
困
難
で
あ
る
-
}

一
ご
に
宅
ご
し
て
由
来
す
る
。
然
る
に
前
掲
の

H
W
3
2門
0
『

一
号
内
問
。
苫
ー
-
n
o
E
S
E
U
E
P
Cロ
印
同
石
田
U-pm
窓口
mu
正、

海
運
同
盟
に
闘
す
る
理
論
的
組
織
的
記
述
ご

L
て、

P
R日
E
D
m
u
。
ご
『
め
〔
リ
C
E
E
5
5
0ロ
任
。
玄
白
各
自
門

私
の
知
る
限
、
り
に
於

τ、
今
日
ま
で
に
公
式
せ
ら
れ
た
呂
E
E
E
ι
2
m
r
2
2
E
F。
F
Z
m
E
2
Zロ
ミ

m
E℃

る

唯

一

の

著

書

は

一

宮

ロ

m
n
g
F
E
E
Z
E切
さ
が
後
表
せ
ら
れ
て
、
従
来
秘
密

(
H
g
d
g
F母
国

g
H
E
P
回
。

4
0円玄関門戸
mvロ
乎
の
維
の
裡
に
在
り
た
る
つ
ン
フ
ア
レ
ン
旦
に
闘
す
る
殆

国
国
間
宮
門
戸
母
国
宮
前
。
E
R
P官
骨
(
困
呂
田
ぬ
H
M
O
出
ど
一
切
の
事
賓
が
、
R

公
表
せ
ら
れ
だ
か
ら
、
前
惑
の
如

海
運
同
盟
の
研
究
に
闘
す
る
参
考
費
料
に
就
い
て

海
運
同
盟
の
研
究
に
閲
す
る

参
考
資
料
に
就
い
て

(
二
一
ふ
見
)

小

島

昌

太

郎

雑

鑑

第
二
十
巻

{
第
凹
掠

E 

士
大
企



雑

長島

海
運
同
盟
申
岬
究
に
闘
す
る
番
考
資
料
に
就
い
て

(
、
之
に
関
す
る
紹
介
的
論
文
も
表
は
れ
る
ご
共
に
、

一
見
に
内

Zo--
研
究
の
一
つ

Z
し
て
之
を
取
扱
ム
所
の

論
文
も
畿
表
せ
ら
る
、
様
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
上
掲

の
開
z
n
H
日
ロ
の
著
書
も
卸
ち
之
で
あ
る
。
但
し
此
書
物

は
、
合
衆
国
の
上
掲
の
報
告
書
の
第
四
巻
、
印
ち
河
内
』

唱
。
品
。
ロ
印
斥
ω
自
ω}
民
間
以
〉
四
百
何
百
内
門
戸
宮
山
口
仏
〉
虫
一
E
2
0
5

が
後
表
せ
ら
れ
る
以
前
に
起
草
せ
ら
れ
た
も
の
ご
見
ね

て
、
(
費
行
の
年
は
同
じ
で
ゐ
る
が
)
、
之
に
は
そ
れ
が

利
用
せ
ら
れ
て
居
な
い
。

F
n
r
g
の
著
書
は
、
コ
ン
ア
ァ

v
y
z
問
題
に
関
す

る
理
論
的
組
織
的
説
明
ご
し
て
唯
一
の
ち
の
で
は
あ
る

が
、
併
し
そ
の
大
部
分
は
上
掲
の
二
つ
の
官
憲
の
報
告

書
に
載
せ
た
る
具
鵠
的
事
買
を
理
論
的
に
配
列
す
る
所

の
説
明
よ

b
成
り
、
共
作
用
や
其
政
策
に
閲
す
る
理
論

的
研
一
賓
の
部
分
は
寧
ろ
頗
る
少
量
の
憾
み
が
あ
る
。

(
広
)
国
民
岳
民
E
r
g
-
回
目
。
唱
o
m盟
国
宵
宮
中

MHS自
民
宮
町
同
居
回
目
E
B
B
a
o
B同
4
0
?

冨
出
品
タ
帽
。
。
-m
園
出
向
田
岡
出
-
一
宮
措
置
。
国
明
。
居
。
宮
-

E
E宮
口

事

国

回

目

』

p
g
r
E口
『
品
。
門

司
呈
可
目
指
2
・

同
V
H
O

岡
田
一
件
国

S
E
a
-
9・

第
二
十
巻

五

) 

コミ!J
'
 

(
第
四
貌

酉
田
島

4MHES回『

oprs

官
民
事
氏
。
回

同
唱
ぬ
日

こ
の
書
の
著
者
は
最
初

Z
2
2
2
z
n
r
2
F
F
1
に

入

枇

し

て

Z
o
E生
自
宮
内
r
自

己

ω白日
v
p
T
H
L戸町内ロ

〈
司

t
E斗
(

完

2HF
〉
己
告
白
何
回
向
山
田
谷
一
司
ピ
ロ

g-
〉∞
5
2

。
宮
山
富
)
に
闘
す
る
事
務
を
取
扱
ひ
、
後
蒋
じ
て
出
μ
2
・

r
z時
間

l
〉
B
E
E
F
E円
。
に
入
赴

L
、
専
ら
コ

Y

フ
ァ

v

v
z
事
務
に
嘗
っ
た
人
で
、
且
つ
嘗

τ
ミ
巴
』

O
P
E
E
l

v同
町
含
円
山
内
自
の
庄
司

V
Zて
『
(
固
め
己
E
H
司
王
)
を
著
し
た

人
で
あ
る
。
上
掲
の
書
物
は
、
そ
の
表
題
の
示
す
が
如

〈
、
世
界
大
戟
以
前
に
於
て
北
大
西
洋
航
賂
に
存
狂
し

た
る
主
た
る
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
及
ぴ
利
盆
共
同
園
慢
に

つ
い
て
、
そ
の
成
立
、
組
織
、
教
果
の
寅
際
を
説
明

L
た

る
も
の
で
、
そ
の
圭
ご
し
て
取
扱
ひ
た
る
一
助
は
見
。
三
自

主
吉
宮

n
F
E
U
Rロ司
P
7ー
ロ
ロ
一
目
i
〈

q
g
E
W
宮。可必問自

同司，イ『
=z5ω
且円Fw

〉
巴
山
R同

日ロ
EN
等
で
あ
る
か
ら
、
此
等
の
質
情
を
知
る
に
は
貴
重

な
る
資
料
で
あ
る
o

尤
も
前
掲
の
合
衆
国
の
報
告
書
特

に
其
第
四
容
に
於
て
も
此
等
の
大
盤
の
組
織
は
説
明
し

て
ゐ
る
が
、
併
し
そ
れ
は
箪
に
組
織
だ
け
で
あ
っ
て
、



成
立
の
由
来
や
成
立
後
の
事
業
並
び
に
そ
の
成
績
に
つ

い
て
は
殆
ど
そ
の
設
明
が
な
い
か
ら
、
此
書
物
は
此
等

を
詳
設
し
た
る
貼
に
於
て
大
に
会
考
の
債
値
ゐ
る
も
の

で
あ
る
。
葦
L
大
戦
の
開
始
に
よ
り
足
。
門
官
ロ
吋
E
巳

を
除
い
て
此
等
の
コ
ン
フ
ァ
V

ン
ー
は
何
れ
も
解
消
し

た
も
の
で
、
従
来
秘
密
に
せ
ら
れ
て
居
つ
仕
事
柄
も
、

最
早
圭
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
か
ら
、
著
岩
は
此
書
じ

於
て
此
等
の
賓
情
を
公
に
し
た
誇
で
あ
る
。
併
し
此
書

物
は
具
標
的
事
貸
の
記
述
た
る
に
止
ま
り
、
何
等
理
論

的
研
究
の
も
の
ポ
は
な
い
。

ヨ
ン
フ
ァ
レ
ン
ー
が
獄
占
的
地
位
を
維
持
す
る
は
、

主
ご

L
て
運
賃
延
戻
制
の
作
用
に
よ
る
の
で
あ
る
か

ら
、
之
に
閲
す
る
研
究
は
、
叉
コ
Y

フ
ァ
レ
ン
1

研
究

の
主
要
な
る
一
部
で
ゐ
る
。
而
じ
て
之
に
は
、
前
に
掲

げ
た
る

]VE自
宅
の
論
文
の
外
に
、

(
忌
)
冨
自
己
。
量
出
向
。
F
回目
O
B
O
E
M
O
J
F
o
p
-

日
同
州
伊
国
内
出
回
国
間
島

o
m
M
H
p
t
附脚立
4
O
H
m
-
M
『。。
F
O国
m

g
n
r
r自
身
母
国
吉
野
号
E
S
oロ・

宮
回
伺
同
HEP-酔
宮
(
国
司
国
営
自
民
国
民
四
一
回
白
色

雑

紘

海
盛
岡
盟
の
研
掠
に
闘
ず
る
要
考
費
料
に
就
い
て

刷
。

v
g
g
)品。
H
4
2
E出
品
。
古
島
耳
閣
の
匡
や

同
m
p
F
H
F
旬
。
回
H
P
H由
H
U
・

が
あ
る

C
]
U
E
8
4〈
の
論
文
が
主
ご
し
て
経
済
的
方
面

よ
ち
述
べ
た
る
に
封
し
、
之
は
専
色
法
律
的
方
面
よ
り

蓮
貨
延
戻
制
を
論
じ
た
も
の
で
、
自
己
大
撃
の
民
耳
目
切

の
編
纂
に
か
、
る

P
S
E耳
且
足
当
己
主
円

z
r
p

印。

E
Pロ
己
由
同

b
E
m
-
R
F
B
E住
吉
宮
旨
円
印

2
5『

r
n
Z

Eι

君。

-
Z
M
E
R
E『

H
E
ι
2
d口
町
再
三
長
自
己
の
第

二
十
四
春
吉

L
て
費
行
せ
ら
れ
た
も
の
で
ゐ
る
。

コ
ン
ア
ア

v
y
z
を
主
題
芭

Lτ
取
扱
ひ
た
る
論
著

は
、
私
的
知
る
限
り
に
於
て
は
、
上
に
紹
介
し
花
る
も

の
を
以
て
謹
〈
。
併
L
乍
ら
コ
ン
ブ
ァ

v
y
λ

は
企
業

家
の
潤
占
問
盟
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
他
穏
の
濁
占
闘

館
正
比
挟
[
て
如
何
な
る
地
位
に
あ
る
か
を
明
か
に
す

る
は
、
コ
ン
ブ
ア
V

ン
旦
研
究
に
於
て
甚

r必
要
な
る

事
柄
で
あ
る
。
之
に
就
い

τは、

(

回

申

)

】

vs-Hゐ
E-
回
目
。
闘
。
回
目
自
宵
色
。
自
由
医

国語
m
n区
間
一
岳
民
m
問。司
S
V
O
L
E
M
H
H由
H日・

が
あ
る
。
之
は
海
運
事
業
特
に
定
期
般
事
業
に
於

τ企

第
二
十
巻

一
王
=
一
}

七
六
七

{
第
四
続



雑

主主

市
制
世
間
胞
山
研
究
に
闘
す
る
参
考
資
料
に
就
い
て

業
集
中
の
行
は
る
、
理
由
を
述
べ
、
そ
の
企
業
集
中
り

形
態
ご
し
て

F
Z
m一一
UFO-冶
司

55-P
叶

E
F
F
E
-
-
m』

g
q
m
2
0一-
R
E『円、出号
E
Z
m
g
m
E
n
E沖
等
を
血
中
げ
て
、

そ
の
各
ー
を
説
明
L
且
つ
、
是
等
が
成
立
す
る
理
由
を

遁
ぺ
た
も
の
で
あ
る
o

私
の
見
る
所
に
よ
れ
ば
、
此
等

の
六
つ
の
中
前
二
者
の
成
立
す
る
理
由
正
後
の
四
者
の

成
立
す
る
理
由
=
は
、
海
運
に
於
て
は
全
〈
異
る
も
の

で
、
前
二
者
(
唱

g-
は
穴
巳
件
。
一
-
に
於

t
加
盟
者

ω利

害
関
係
を
調
節
す
る
方
法
た
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ

る
か
ら
、
此
二
者
は
寅
は
一
つ
の
も
の
で
あ
る
)
は
、

濁
占
を
獲
得
す
る
怨
め
に
成
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
後

の
四
者
は
主
ご
し
て
大
震
径
の
利
盆
そ
血
中
内
J
Q
掛
川
め
に

成
立
す
る
も
の
で
ゐ
る
が
、
此
童
日
の
著
者
は
、
之
を
金

C
混
同
し
て
居
る
o

但
し
茸
(
他
の
部
分
に
於
て
は
参
考

ご
す
べ
き
所
少
〈
以
な
い
。
而

L
て
此
著
者
が
海
蓮
に

於
け
る
宍
E
m
=
た
る
コ

y
フ
ア
レ

V

A

の
研
究
資
料

苫
し
て
利
用
し
た
も
の
は
主

J

こ
し
て
、
前
掲
の
己
】
同
日
ω

の
著
書
ご
問
。
3
-
P
B
E
g
-
E
の
報
告
書
ご
で
あ

e
Q

。

(
第
四
披

刷。園田
H
O
H
P
F
M
V
6
0回
。
。
回
可
mw色。国

宮
同
時
乱
宮
仲
間
E
B
P昼
間
国
F

ご
一
五
ふ
筒
軍
な
る
論
文
が
あ
る
。
之
は
戸
山
内
《
〉
ロ
の
め
手

E
E。
ロ
ユ
耳
何
回
件
目
甘
口
百
ω
E
ι
5
E巳
-m訟の円。。
E
E
2己
主
昌

吉
一
五
ふ
題
目
の
下
に
、
明
S
E
5
其
他
六
人
の
人
が
部

門
を
分
り
て
、
同
R
o
r
ι
E
Z
E
E
止
E
S
S
E
-
E
に

於
て
な
し
た
る
講
演
の
一
一
部
で
あ
丹
一
て
、
一
九
一
三
年

巴
旦
に
於
て
、
本
の
講
演
の
題
目
4
M

込
書
名
ご
し
て
一
冊

子
に
緩
め
て
緩
行
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
o

同
E
号
E

は
此
論
文
に
於

τ
F
E
Z
Z
o
E
Z
2
L
O
B
R
E
E
Z
E

を

H
h
w
gロ
R
E
E
E
Oロ
E己
E
E色
。
ご

HLmwn。ロのめ口同国民
g

noE自
身
内

E
r
ご
に
品
川
も
、
海
運
に
於
け
る
企
業
集
中
に

も
こ
の
二
つ
の
形
態
を
認
め
得
る
も
の
ご
な
し
、
資
本

の
共
同
参
加
又
は
合
同
仁
よ
る
も
の
は
前
者
に
麗
し
、

然
ら
十
し
て
車
に
協
約
(
向
丘
町
ロ
古
)
に
よ
り
て
相
互
の

競
争
を
制
節
す
る
も
の
は
筏
者
に
一
層
す
ご
し
可
、

J
E
F
3
2ち
は
郎
も
ニ
の
海
運
に
於
け
る

B
E
E
P
-

E
E
Oロ
B
E
E
2
0円
と
め
で
あ
る
ご
説
明
し
て
此
等
の

2
2
m
P
E
E
S
の
生
や
る
事
情
を
簡
単
・
に
通
ぺ
て
居
る
。

術
、
海
運
に
於
け
る
企
業
集
中
に
闘
し
で
は
、

第
二
十
巻

一
五
回
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コ
ン
ブ
ア
V

Y

ス
は
他
の
競
守
管
業
者
の
直
接
の
製

肘
を
受
け
グ
る
濁
立
の
運
貨
政
策
を
採
用
す
る
地
位
に

あ
る
に
よ
り
、
そ
の
運
賃
に
安
定
性
が
ゐ
っ
て
、
之
を

賃
率
表
(
ロ
コ
『
)
の
形
式
に
於
て
表
示
仁
得
る
も
の
で

あ
る
。
放
に
運
賃
が
叶
包
吟
の
形
式
仁
於
て
表
示
せ
ら
一

れ
得
る
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
ブ
ア

v
v
z
の
成
立
が
そ

の
一
つ
の
主
要
な
る
前
提
で
ゐ
る
。
此
関
係
よ
り
ヨ

y

フア
V

Y

A

を
研
究
す
る
に
つ
い
て
は
、

(

同

国

}

阿

国

ユ

2
2
9
匂
富
田
宮
町
g
r
s自
民
1

唱
。

aop
回
。
己
同
国
岡
市
出
回
申
・

が
唯
一
の
好
多
考
書
で
あ
る
。
著
者
は
ハ
ン
プ
ル

P
の

C
Z
E
m四
百
円
ロ
ロ
問
問
与
で
あ
h
、
且
つ

P
V
プル
F
F
大
撃

の
噌
与
え
且

ONg門
で
、
同
大
撃
の
法
科
に
於
け
る
海
運

ピ
銭
道
ご
の
講
義
を
現
に
受
持
っ
て
居
る
人
で
あ
一
る
。

上
拐
の
著
書
に
於
て
コ
ン
ブ
ア
V

ン
ス
そ
の
も
の
を
論

じ
た
る
部
分
以
僅
に
十
七
一
民
税
で
あ
る
が
、
そ
の
槻
察

甚

r肯
紫
に
営
。
、
且
つ
海
運
賃
率
論
ご
し
て
は
最
も

詳
細
な
る
研
究
を
つ
〈
し
作
ん
も
の
で
、
コ
ン
ブ
ア
V

Y

1
Z
賃
率
表
芭
の
関
係
を
研
究
す
る
に
は
、

t
べ
か
ら
ざ

cz良
参
考
書
で
あ
る
。

此
書
は
侠

雑

海
運
同
盟
の
研
究
に
闘
す
る
事
幸
賓
料
に
就
い
て

録

コ
Y

フ
ア
V

Y

ス
は
、
銑
に
度
々
遁
ぺ
た
る
が
如

(
、
一
つ
の
ヵ

1
ル
ア
ル
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
研
究
に

は
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カ
ー
ル
テ
ル
夜
ぴ
之
と
類
似
の
経
替
形
態
に

関
す
る
著
書

を
参
照
し
て
、
コ
ン
フ
ア
V

Y

R

が
粧
品
首
形
態
Z
し
て

如
何
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
を
明
か
に
す
る
の
必

要
が
あ
る
。
而
し
て
、
カ
ー
ル
ア
ル
及
び
之
古
瀬
似
の

形
態
に
閲
す
る
著
書
ご
し
て
は
、
次
の
如
き
も
の
が
あ
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